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モード同期 Erファイバレーザーを用いた光コムは、長期安定動作が可能で実用性にすぐれ、絶対距離

測定や分光などに用いられている。一方、励起光の強度雑音や外乱が周波数ノイズや不安定性をもた

らすため高品位な制御が必要である。光コムの繰り返し周波数(frep)の制御にはピエゾ素子が広く用いら

れているが、一般に低速であり、応用によっては制御帯域が不十分である。そこで本研究では、電気

光学変調器(EOM)をレーザー共振器内に組み込み、高速制御可能な Erファイバコムを開発した[1]。さ

らに、光コムにおいて重要なパラメータである共振器分散領域の異なる光コムを作成し比較を行った。 

図 1に実験配置図を示す。共振器内に EOMを組み込んだ全共振器分散の異なる 2種類のモード同期

レーザー（分散値 0.00005および -0.0264 ps2）を作成した。高非線形ファイバにより広帯域スペクトル

を発生させ、1f-2f 干渉計によりキャリアエンベロープオフセット周波数(fceo)を検出した。さらに、光

コムモードと狭線幅 CW レーザーのビート周波数(fbeat)を検出し、それぞれの RF スペクトルの半値全

幅を評価した(図 2)。その結果、2種類の共振器ともに、fceo と fbeatの線幅は 10 - 100 kHzとなり、高品

位な光コムが作成できた。次に、EOMの応答周波数評価を行ったところ、変調周波数 1.86 MHz近辺

に大きな共鳴が見られた。これを抑制してループフィルタの最適化を行い、EOMと PZTを用いて共振

器長制御により fbeatの安定化を行ったところ、両共振器ともにサーボバンプが 500 kHz以上の高速制御

を行うことができた。本研究は JST, ERATO美濃島知的光シンセサイザのもとで実施された。 

[1] Y. Nakajima, H. Inaba, K. Hosaka, K. Minoshima, A. Onae, M. Yasuda, T. Kohno, S. Kawato,  
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図 1 fbeatおよび fceoの検出実験系 図 2 fbeatの半値全幅測定結果 
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